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Ⅰ. はじめに 

学習指導要領等の改善及び必要な方策等では，脂

質・能力のバランスのとれた学習評価を行うために

は，指導と評価の一体化を図る中で，論述やレポー

トの作成，発表，グループでの話し合い，作品の製

作等といった多様な活動にパフォーマンス評価など

を取り入れ，ペーパーテストの結果にとどまらない，

多面的・多角的な評価を行っていくこと。さらには，

総括的な評価のみならず，一人一人の学びの多様性

に応じて，学習の過程における形成的な評価を行い，

子供の資質・能力がどのように伸びているかを，例

えば，日々の記録やポートフォリオなどを通じて，

子供たち自身が把握できるようにしていくことも考

えられると報告されている。     

技術分野における思考力・判断力・表現力を育む

評価について，ブリッジコンテストでパフォーマン

ス課題を行い，評価の授業実践を行った。 

Ⅱ．実践の概要 

実践時期は、材料と加工の技術における「丈夫な

構造」の学習後、ブリッジコンテストを 3 時間で授

業計画し実践を行った。 

Ⅲ．実践の内容 

１．構造の工夫 

牛乳パックを

カッターナイフ

で 40mmに切断し、

セロハンテープ

で牛乳パックと

厚紙を接合する。

完成後いろいろな方向から力をかけ，変形の様子を

観察し強度を体験する。（図１） 

２．パフォーマンス課題 

 

 

 

 

 

  

 

 

構造についての知識・理解やスキルをもとにパフ

ォーマンス作品を作成する（図２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その作品には，トラス構造や自ら考えたアイデア

が多く含まれている。作品については，ルーブリッ

クを活用して３段階で評価する。 
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図１ 牛乳パックで丈夫な構造 

あなたは，〇〇市役所が主催する〇〇橋設計の運営 

委員から，生活や社会、環境を考えた橋を架けるための

アイデアの募集に参加することになりました。よりよい

生活や持続可能な社会を構築に向けての内容項目は，以

下の(1)～(3)の項目です。 

(1)橋の使用目的や使用条件についての最適化を考える。 

(2)社会的，環境的，経済的，文化的などの側面から材料，

使いやすさ，丈夫さなど。 

(3)新たな発想における改良と応用。 

図２ パフォーマンス作品 
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３．橋の設計 

 各自が考えた橋のアイデアをもとにグループで構

造の工夫や強度などについて，意見を出し検討する 

ことから，主体的・対話的な学びが生まれてくる（図

３）。その後，「軽くて強い橋」の設計を行い，製作

図を作成する。 

３．橋の製作 

製作図をもとに材料となるバルサの長さを測り，

カッターナイフで切断する。材料のつなぎ目を紙や

すりできれいにすることで接着面積が広がり，部品

を並べて瞬間接着剤で接合する（図４）。 

４．橋の強度試験 

試験台のスリット 

に製作した橋を挿入 

しセットする。スリ 

ットの遊びがほどほ 

どにあり，製作した 

橋が多少いびつであ 

ってもセットできる 

ようにしてある。本を重りにした紐で一点荷重なの

で揺れが生じる。静荷重でありつつ，動荷重の要素

も混じった試験方法となる。積載荷重を物理量に変

換ため測定精度が落ちるが，生徒が簡単にセットし

て強度試験できることが利点である（図５）。 

 この授業で行った橋の強度試験結果は，図６のよ

うになった。 

 

 

 

 

 

 

 

４．ブリッジコンテストの振り返り 

 生徒が授業で学んだことを自分なりに意味づけす

ることにより，新たな自分を発見し自分自身の興

味・関心に自信をもつことになる。また，他のグル

ープの強度試験を見ることによって，新たな発見す

る場面もある。学びを深めるためにコンテストの写

真や結果をまとめた資料を配布し，これをもとして

コンテストについて振り返りをする（図７）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ．まとめ 

 橋の設計・製作において，学んだ知識を取り入れ

て創造的なアイデアを展開し，そのアイデアをグル

ープで共有することで構造についての学びが深まっ

たと推察できる。このことから，パフォーマンス課

題を設定した授業を展開することで，学習内容が深

まるとともに生徒の思考力や表現力が向上すると考

えている。今後，年間指導計画を作成する際に，ど

こでパフォーマンス課題が可能なのか検討していく。 
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図５ 橋の強度試験 

 

図６ 橋の強度試験結果 

 

図７ コンテストの振り返り 

図３ 橋の設計を検討 図４ 橋の製作 


